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各  位 

                                                                 平成 30年 11月 12日 

 

会 社 名 ナ ビ タ ス 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 辻谷 潤一 

(JASDAQ コード番号 6276) 

問 合 せ 先 取締役管理本部長 日沼 徹 

電 話 番 号 (072)244-1231 

 

 

平成 31 年３月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

 

平成 30年５月 16日に公表いたしました平成 31年３月期第２四半期累計期間（平成 30年４月１日～

平成 30年９月 30日）の業績予想と実績値について、下記の通り、差異が生じましたのでお知らせいたし

ます。 

 
記 

 
１． 平成 31 年３月期第２四半期累計期間の業績予想との差異(平成 30年４月１日～平成 30 年９月 30 日) 

 
(連結) 

  売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想 (A) 2,300 75 85 75 17.51 

実績値 (B) 2,501 137 146 176 41.71 

増減値 (B-A) 201 62 61 101   

増減率 (%) 8.7 82.7 71.8 134.7   

(ご参考)前第２四半期実績 
(平成 30 年３月期第２四半期) 

2,158 51 65 29 6.75 

 
 （個別） 

  売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

  百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想 (A) 1,126 40 22 5.14 

実績値 (B) 1,135 55 148 35.04 

増減値 (B-A) 9 15 126   

増減率 (%) 0.8 37.5 572.7   

(ご参考)前第２四半期実績 
(平成 30 年３月期第２四半期) 

1,009 26 23 5.50 

   
２．差異の理由 

個別業績におきましては、平成 29年 12月 21日に公表しております通り、固定資産を売却し、特別

利益を計上したことにより四半期純利益を押し上げました。 

連結業績におきましては、国内連結子会社の成形転写事業における海外向け転写フィルムの堅調な

利益確保と画像検査事業のカード・ラベル業界等からの高評価による売上増により、営業利益と経常利
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益が予想を上回りました。加えて、個別業績の固定資産売却の影響により親会社株主に帰属する四半期

純利益が予想を上回りました。 

なお、平成 31年３月期通期連結業績予想及び通期個別業績予想につきましては、現段階においては

前回公表しております予想数値に変更はございません。今後の経済状況の変化等様々な要因により業

績予想の修正が必要と判断した場合には、速やかにお知らせいたします。 
 

 以上 


